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本研究の目的は, 社会科歴史学習における歴史事象の関連付けがどのような論理のもと授業に組み込まれているかその




ことにあることから, ともすれば要因を個別に取り上げ, 羅列することにと どまることが判明した。 一方, 歴史学におけ
る研究動向からは, 歴史事象を因果関係や背景を要素と して多面的に抽出し, 理解しなければならないことが示され, そ
の上で羅列にと どまらない諸要素の相互連関が重視されていることを確認した。 このよう な問題を解決する手がかり と し
て, 事象間のミ クロなレベルでの多様性の読み取りと, 学習者自身による解釈に基づいた関連付けを行うための要件とし
て, 第一に様々な要因が重なり合って起きていることを学習者自身が発見すること, 第二に 「事象は複合的に引き起こさ
れる」 ことを視野に入れた有機的な関連付けを行う という点に着目した。
これらの要件を満たす方法として相互連関の導出過程を授業に組み込むことが有効であると考え, 小単元 「政党内閣の
はじまり と終わり 一大正デモクラシーの意味一」 の開発と実践を行った。 その結果, 次の三点が明らかとなった。 第一は
歴史事象が起きた要因についての一面的な見方 ・ 考え方に再考を促し, 複数の要因が重なり合っていたことの説明が容易
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歴史学習においては, 学習過程に見方 ・ 考え方を多様
化, 深化させる授業構成論についてはすでに論じられて
きている。(') しかし, 従来の見方 ・ 考え方とは異なる新
平成28年4 月26 日受理





あげ, どう関連付けがなされているのかについては, 20 
年版解説により具体的な例示がなされている。 その事例




している。 こう した学習においては, 歴史事象の多面性
を知り, その影響 (例えばキリスト教の禁止により, 西
欧諸国からの干渉を受けにく く なったことなど) につい
ての理解はできる。 しかし, 歴史事象がどの程度影響し
合っていたのか (キリスト教を禁止することで外交関係, 
海外情報はより統制しやすく なり, 外交関係, 海外情報
の統制により, キリスト教の禁止もより厳格となること























く と, 次のよう な意味内容に整理できる。(4)
歴史的分野における “関連付け” の記載は, 6箇所に
見られる。 また, 類義語である “関連” は26箇所で記載





























配慮し, 藩校や寺子屋などによる 「教 




化」 について 「教 







味・ 意義や各時代の特色, 事象間の関 





ア, イ, ウ各項目の学習に当たって 
は, 小学校における学習を踏まえると 





このう ち, D , Eについては関連させることの必要性
について述べているに過ぎないため, 意味内容は何かに
ついて詳らかにできない。 関連させる対象について明示






































桃木至朗はどんな知識と どんな知識が 「つなぐ」 また
は 「く らべる」 作業が, どのよう に行われるかといった
歴史学の論理展開について次のように指摘をしている。 
一般化・抽象化を急がずに多様で流動的な現実の個性や因
果関係 ・ 背景に着目するのだから, それはある事象を一面か
らだけ静的に見るのではなく, 多面的かつ動的に理解しなけ
ればならない。 例えば, 国なり社会なり を一つの要素だけで
考えるのではなく, 複数のしばしば互いに矛盾する要素の総




のではなく, 多面的, 動的, つまり歴史事象の多様な要
素を因果関係や背景として抽出し, 理解しなければなら
ないことが, 社会史を中心とした歴史学の研究から指摘
されている。(6) とはいえ, 事象間の関係は多面的 , 動的
であると述べることにも問題がある。 その問題について, 
二宮宏之は L ・ フェーブル(Lucien Paul Victor Febvre) , 







こ ろでもあった。 リ ュ シアン ・ フェ ーブルやマルク ・ ブロ ッ
クの考えた全体史が, そのよう なものであった筈はない。 彼


















る必要があろう。 その一方法と して, 本研究では関連付
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るものの有無を分析, 導出し, ステレオタイ プの措定に

















閣のはじまりと終わり 大正デモクラシーの意味 」 を
提案する。 本単元ではいわゆる 「大正デモクラシー」 と















第 3 時, 第 4 時では, はじめに藩閥政府の横暴が取り
ざたされていたこと を知り, それが大正デモクラシーの
前提と しての気運の盛り上がりであったことを理解させ
る。 中心発問は 「なぜ, 政党内閣が成立したのだろう
か。」, 「なぜ, 新しい文化と生活は受け入れられたのだ




の急騰を招き米騒動に至ったこと を 「米価の推移」 や
『原敬日記』, 「1917年の総選挙の結果」, 「労働争議, 小
作争議の発生数を示すグラフ」 から理解する。 二つには
西洋の文化や生活を受け入れられるよう になってきたこ
とを資料 「新聞, ラジオの普及を示すグラフ」, 「文化住
宅, 洋食の復元図」 「小学校, 中等教育の就学率の変遷」
から理解する。 この段階において学習者が行う関連付け





























る。 そして, 常識とは矛盾する情報の提示により, 政党
内閣が支持を失ったことに疑問をもたせ, 多様な要因を
捉えさせていく手がかりとする。






















第 7 時では単元のまとめと して, 政党内閣の瓦解以後
の事象として戦争の拡大を位置付ける。 中心発問を 「な








( 1 ) 社会的事象への関心・ 意欲・ 態度
① 大正デモクラシーの気運が高まった時期において日




( 2 ) 社会的な思考・ 判断・ 表現
③ 政党内閣が成立, 瓦解した経緯やその時の国民の多
数意見 (世論) について, 複数の要因を関連付けその
相互連関を導出する。
④ なぜ政党が国民, 世論の支持を失っていくのか, 権
益の喪失や経済の停滞を回避できず危機対応に脆弱で
あったという共通性を見つけ説明する。 
( 3 ) 観察・ 資料活用の技能




( 4 ) 社会的事象についての知識・ 理解
⑥ 政党政治が実現するに際しては, 米騒動やそれに先





⑦ 大正デモクラシーの気運の高まり と共に, 政党政治





時 主な問い 目標 主な資料 
1 0 なぜ, 大正デモ


















ジアへの輸出が増加 し, 大戦景気が生じたこと を知る。 
・ 二十一か条の要求を中国に出すなど積極的な進出を図ろうと したことで, 
反発を受けたこと を知る, 





















・ 労働争議, 小作争議の発生数 
を示すグラフ










・ 文化住宅, 洋食の復元図 












・ 労働争議, 小作争議の発生数 
を示すグラフ
























れており, 権益を守ろうと したことが国民にも受け入れられたことがわか 
る。 
・ 世界恐慌もあって農業所得が約半分に落ち込む打撃を受け, その打開策と 
して満州, 中国に進出しようと していたことがわかる。 







































0 大正デモクラシ ,ー 政党政治に関する年表を完成させよう。 
1912年 (第一次護憲運動) はじまる 
1913年桂内閣が (総辞職) する 
1914年第一次世界大戦はじまり (中国) に二十一か条の要求 
1918年シベリア出兵などをきっかけに(米騒動) がおきる 
1924年第二次護憲運動で加藤高明内閣が成立する 
1925年 (治安維持法) , (普通選挙法) が公布される 
1930年昭和恐慌がおきる。 浜口首相狙撃される 
1931 年満州事変がおきる 
1932年五・ 一五事件で(犬養) 首相暗殺される 








◎補助発問と して 「国民は大正 
デモクラシーを歓迎し, 政党 
内閣期待していたのではなかつ 




























0 資料から政党政治が支持されなく なった要因を抜き出し, その根拠を発 
表しよう。 
・ 中国にある権益を守るためには軍備増強が不可欠だから軍部が強く なるこ 
と を歓迎し, 政党内閣は支持されなった 
・ 世界恐慌に大凶作, 大豊作が重なり, 政党内閣は対策ができずに国民の不 
満が高まっていた 
・ 満州事変になったのに政党内閣は軍縮をしようと して統帥権は侵害される 
と考えていた 
・ 疑獄事件が続き, 政党は信用を失っていた 
・ 治安維持法によって, 一部の政党では支持する労働者や農民が減った 
【資料2 】 【資料3 】 【資料 





























0影響を与え合つた関係を探し, その根拠を考えよ う。 
・ 内閣に対する不信感が強く なればなるほど, 軍部の考えに同調するように 
なる政治となり, 政党内閣は必要ないと考えられてしまう。 そして挙国一 
致内閣になる 
・ 昭和恐慌に対応できなかったことにより, 不満は高まり, 政党内閣が機能 
しづらく なり, より恐慌への対策も取りにく く なる 




















・ 政党内閣では景気対策がうまく できない 
・ 中国の権益を守るためには軍部の力が必要だ 
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(総務省統計局編 「衆議院議員総選挙の定数, 立候補者数, 選挙当日有権者数, 投票者数及び投票率」 『日本の長期統計系
列, 第27章公務員 ・ 選挙』(http://www.stat.go.jp/data/chouki/zuhyou/27-07.xls) より筆者作成) 
資料 2 【頻発する疑獄事件】
1929 (昭和 4 ) 年 7 月28 日、朝鮮総督府疑獄が発覚した。 続いて
8 月には五私鉄疑獄と売勲疑獄が、 さらに11月には、 五私鉄疑獄と
からんで越後鉄道疑獄が明るみに出た。 ( 中略) 新聞には連日のよ
う に事件に連座した政財界人召喚の記事が載った。
1929年 9 月 賞勲局 (勲章を授ける事務をおこなう役所)
総裁 天岡直嘉 逮捕
1929年 9月 鉄道大臣 小川平吉 逮捕
1929年12月 朝鮮総督 山梨半造 逮捕
1929年12月 文部大臣 小橋一太 逮捕
疑獄事件が相次いだのは, 多額な政治資金
(選挙費用, 議会での多数派工作費など) を必要と したからだっ
た。 頻発した疑獄事件は, 政党に対する国民の信頼を著しく失わせ
るものだった。




ク』 昭和5年1 月号, 1930年
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資料 3 【恐慌と農村】
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(愛知県中学校歴史資料研究会, 浜島書店編集部編 『つながる歴史』 浜島書店, 2013年, p 200より引用)
資料 4 【立憲政友会の選挙ポスター】 資料5 【立憲民政党の選挙ポスター】
(法政大学大原社会間題研究所 , 大原デジタルミ ュージアム, 戦前ポスターデータベース
(http://oohara.mt.tama.hosei.ac.jp/kensaku/poster.htm1) より引用) 
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資料 6 【続帥権干犯問題】
政友会総裁犬養毅は, 代表質問に立ち, 軍令部が反対する兵力量では国民は安心できないと政府につめより, 総
務の鳩山一郎は、 政府が軍令部長の意見に反し, あるいは, これを無視して回訓を決定したのは, 統帥権干犯のおそ
れがあると, 政府を非難 ・ 追及した。
日露戦争いらい, 軍部は, 統帥権の独立を盾に, 議会の統制を極力無視し, 軍の思うがままに国政を左右しよう と
する衝動をたえずもっていた。 大正時代の護憲運動いらいの政党政治家であった犬養らが, この軍の非立意的衝動を
知らないはずはなかった。 兵力量の決定という もっとも重要な国務を, 内閣の所管外であるかのよう に説いたのは, 
政党政治家の自殺行為に等しいものであった。 また, 政権を奪わんがための策略であったとするなら, それは, あま
りに目先の見えぬ愚挙であったといわなければならない。






第 6 時で 「既有知識への疑問の生成と諸要因の抽出」
の段階における発問 「なぜ, 国民は政党を支持しなく なっ
たのだろう か。 国民のステレオタイ プを探しだそう」 を







































選ぶ権利がない ( 9 名) , 統帥権干犯問題によって政党
への支持を低下させた ( 8 名) 軍縮を行ったことで政党
106 
への支持を低下させたと続いている。 複数の要因を記入










よう」 を受けて, どのよう な関連付けを行った。 複数の
要因からなる関連付けができていたのは22名 (62.9%) 








が導出された。 (英字は表 3 のもの)
A : 疑獄事件は政党に対する国民の信頼を失ったので,
選挙のためなら何でもする姿勢になり, ますます信頼
を失う よう になる。 軍部の意見に対して国民は信頼す
るよう になった。
B : 政府の無策・ 失策によって暗殺事件が起きる。 そし
てそれを挽回するために選挙のことで手一杯となり,
さらに国民の信頼を失う。





り, 信頼がなく なった。 
表 3 学習者が関連付けた要因






た。 個々で考えた出されたA , B , C , Fの関連付けの
他, 話し合いの中で付け足しの意見が出されたB , そし
て新たに出されたaのよう な相互連関も導出された。 ま
た 「世界恐慌に対応できない無策と失策で権益を守れな




表 4 第 6 時後の学習者のまとめ











疑獄事件 選挙 暗殺 
政治不信一 暗殺一 選挙 
恐慌 軍縮 失業 
疑獄事件一 恐慌一 失望 









政府の無策・ 失策で暗殺事件が起きる。 選挙ことで手一杯となり信頼を失う 
世界恐慌が起きてお金の無駄遣いをなく そうとすると軍事費の削減をする。 そこで軍の人件費削減 
のために兵士が失業する 
選挙のためならどんなことでもやる (疑獄事件) と憲法に逆らって軍縮を行うことで国民からの信 
頼を失い, 世界恐慌がまた起きる 
昭和恐慌がおこって起死回生を図った軍部は満州事変を起こして満州国をつく ったけど, 政府が軍 
備を縮小し権益を守れない。 
疑獄事件や恐慌で何もできない政府から不満が高まり, 信頼がなく なった 
恐慌に対応できないから選挙のためなら何でもする 
失業者があふれて混乱が起きて恐慌がまた起きる 
世界恐慌により政府の支援が受けられなく なり軍備縮小された。 選挙のためならどんなことでもや 
















A 疑獄事件一選挙一暗殺 1 
B 政治不信 暗殺 選挙 1 
c 恐慌一軍縮一失業 2 1 
F 汚職一恐慌一失望 9 
a 
恐慌一権益一、満州事変 






















三浦朱門 『天皇の昭和』 扶桑社, 1989年, p. 121 
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料 (追加資料) を提示することにより, 実際に仕事がな
く なったのではないかと推察でき, 関係付けたことを確





「共通点, ステレオタイ プの措定」 の段階における発
問 「相互連関の共通点を探そう」, 「ステレオタイ プの見







オタイプのう ち, 当時の国民の常識や見方と して想定で
歴史学習における関連付けの論理と活用
山 内 敏 男
きそう なことを記述できたのは10名に限られており, 納
得した相互連関を書く など学習のまとめにと どまってい
る記述が多 く見られた。 このことから, ステレオタイ プ
の措定については, ステレオタイ プの意味自体が学習者
に十分浸透していなかったことが考えられる。 したがっ




あった。 代替プラ ンと して, あえてステレオタイ プを求



















けてきたわけではない。 しかし, グループ, クラス全体
の話し合いにより, 類推した関連付けが妥当かどうか検
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